
教科 公民 科目

授業計画
特進Ｓ コース 3 学年 単位数 3 履修区分 選択履修 期 週 月 単　　元 内容 テスト範囲 着　　眼　　点

1 第2編第2章　現代経済の特質 経済成長と景気変動

2 政府の経済的役割

3

4 第2編第3章　現代の日本経済 休業課題①（経済成長、

5 企業、市場　復習演習）

6 休業課題②（中小企業、

7 農業問題、情報化、公

8 害問題の自主学習）

9 （中間試験) 財政政策、金融政策

10 財政 ついて基礎的な考え

11 金融 を理解する

12 日本経済のあゆみ

13 日本経済の諸問題 日本経済の戦後から現

14 在に至るまでの、歴史

15 社会保障 的な過程と背景を理解し

16 第2編第4章　国際経済 貿易と国際収支 日本経済が抱える諸問

17 題に関する問題意識を

18 為替相場 もちながら学習する。

19 国際経済機関 国際経済について、グ

20 第1編第6章　現代の国際政治 国際社会の形成と国際法 (期末試験) ローバル化する現代社

21 会を前提に理解を深める。

22 国際連合と国際組織

1 国際政治の歴史 国際的視野にたって、

2 現代の国際政治 国際政治の歴史・しくみ

3 組織を理解させる。

4 問題演習①　政治 基本的人権 平和主義

5 内閣、国会、裁判所

6 現代日本の政治

7 国際政治

8 問題演習②　経済 市場経済

9 （中間試験)

10 金融 財政政策

11 現代日本の経済

12 国際経済

13

14

15 必要に応じて演習を行う

16

17

18

19

20

21

2

3

学習上の留意点

問題演習を多く行い、大学入試を意識づける。効果的に復習ができるように課題の
提出を求める。

後
　
　
期

10

11

成績評価の方法・基準

定期試験や課題の取り組みなどを総合的に評価する。

12

1

備　　考

科目のねらい

大学入試共通試験を目標に総合的な学力を身に着けることを目的とする。

7

授業内容とすすめ方

前期は経済、国際社会を中心に講義を行う。後期は問題演習を中心に展開する。
問題に慣れることをも目標とする。センター試験の過去問も適宜取り入れる。 8

9

2023年度 シラバス

前
　
　
期

4

教   科   書 『高等学校　新 政治・経済 新訂版』（清水書院）

5

副教材・参考文献 政治・経済資料（とうほう）、用語集政治・経済（清水書院）

6
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